
 

 お部屋で遊んでいる時になにやらケラケラ笑い声が。 

お茶の入っているやかんを指差し、「僕の顔伸びてる！！」「次はちっちゃくなった！」 

「おじいちゃんみたい」と、自分の顔が映る様子を見て面白く感じていたRくん。 

初めは顔を左右に動かしその様子を楽しんでいたRくんですが、近くに寄ってきたお友達がやかんに

映った様子を見て左右だけでなく前後でも映る様子が異なる事に気付いたようです。 

「もうちょっと離れてみて！」「こっちにゆっくり歩いてきてくれる？」 

「ほらみてみて！これ面白いよ」とお友達にお願いをしながらお友達と一緒に映る様子の面白さを共

有していました。 

その後も様々な動きをしながらやかんに映る様子を楽しんでいたRくん。 

「あぁ～面白かった      」と最後はとても満足した顔で次の遊びに行っていました。 

保育者（大人）からしたら、「そうなるのは知っているよ～」とあたりまえのことでも、子どもたちか

らしたら新たな発見であり遊びに繋がり、面白さを感じることが多くあります。 

Ｒくんの様子を見ていてこちらまで楽しく笑顔にさせてもらいました       

子どもたちが見つけたワクワクや楽しさ、遊びを共に楽しめる担任でいたいなと改めて思いました。 
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